
 

令和 8年度（２０２６年度）就業機会の提供方針 

 

1．就業紹介は公募を原則とし、公平・公正で透明性の高い運用を行う。 

2．就業紹介に当たっては、できるだけ多くの会員に就業機会を提供する。継続業務については、

ローテーションによる就業や複数会員での担当を徹底する。 

3．「長期間就業等の是正方針」に基づき、長時間・長期間就業の是正に努め、就業機会の公平性

を確保するとともに、未就業会員への紹介を積極的に行う。 

4．就業期間については、就業先の意向等を踏まえつつ、「原則 5年」を徹底する。 

5．就業紹介に当たっては、会員の技術・経験・資格等の登録内容を参考とし、意欲、能力、健康

状態、センターにおける就業状況および評価、講習会の受講実績等を総合的に勘案したうえ

で、業務を適切に遂行できると判断した場合に紹介する。 

6．会員の就業状況については、就業姿勢、業務成果、就業先からの評価、並びにセンターに寄せ

られた意見を総合的に把握する。その結果、法令遵守上の問題が認められる場合、就業への適

応が著しく困難であると判断される場合、または業務遂行能力が不適当であると認められる場

合には、速やかに当該会員の交替を行い、業務の円滑な遂行を確保する。 

7．会員のスキルや資格を活かし、労働者派遣業務を含む新規就業先の確保に努める。 

8．仕事を円滑に進めるため、職群班や就業単位のグループ化を図り、グループリーダー制度を推

進することで、自主・自立、共働・共助の理念に基づく就業体制を構築する。 

9．安全・適正就業の推進を図るため、受注業務内容の確認・点検を行うとともに、就業先訪問や

安全・適正就業パトロール等を通じて就業実態を把握し、安全・適正就業の管理に努める。 

10．センターが受注する仕事は「有償業務」であることを踏まえ、就業先からの評価と信頼を高

めるため、会員の就業意識の一層の向上に努める。 

11．就業と講習の連携を図り、就業中の会員に対して接遇・人権講習、交通安全（運転業務）、

キャリアアップ講習など、必要な講習・研修を計画的に実施し、受講状況により就業判定を行

う。 

12．後期高齢者会員に適した職種を検討し、年齢に応じたワークシェアリングを行うなど、就業

機会の適正な提供に努める。 

13．常時、事務局窓口での就業紹介を実施するとともに、スマートフォンやパソコンで利用でき

る「会員向け就業情報提供サービス」による情報発信を基本とし、就業機会の確保に努める。 

 

 


